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②②我が国の主な化学物質関係法体系 

図 2 我が国の主な化学物質関係法体系

 

３．２．国際協定への対応 

(a) PIC条約への対応

我が国は、1992 年（平成 4 年）から外国為替及び外国貿易法及び輸出貿易管理令により有害化学

物質の輸出を規制し、ロンドンガイドラインに基づく国際的な取組に参加してきた。国際貿易の対

象となる特定の有害な化学物質及び駆除剤についての事前のかつ情報に基づく同意の手続に関する

ロッテルダム条約（PIC条約）は、1998年（平成 10年）9月 11日に採択され、2004年（平成 16年）

2月に発効した。我が国は、2004年（平成 16年）6月に締結し、同年 9月に国内において効力が発

生した。条約附属書Ⅲに掲げる化学物質のほか、禁止され又は厳しく規制された化学物質（表 2 参

照）を対象として条約上の義務を履行している。
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